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社会科における指導の重点（身に付けさせたい力） ※学習指導要領に照らし合わせて 

よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決するために必要な態度と、そのために必要な公民的資質を養う。 

 今年度の課題 授業における具体的な改善策 年度末評価（２月） 

第

１

学

年 

・調べ学習等で適切に資料収集できない生徒が多い。 

・社会科の学習を自分事としてとらえられていない

生徒が多く、主体的に取り組む姿勢が不足してい

る。 

【「主体的・対話的で深い学び」】の視点に立った授業改善策】 

協働相手や学習課題等を生徒自身で選択できる授業展開と

する。また、活動の中で適切な資料の取捨選択の方法を考え

させるとともに、提示資料等の工夫から生徒の主体性につな

げる。 

【個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実の視点】 

発達段階に応じて個別最適な学びとなるような指導計画と

していく。協働的な学びとなる授業展開も充実させる。 

 授業内で自己決定の場面を多く取り入れるとともに、資料の取

捨選択の方法等を適宜指導し、また単元の導入の工夫により、学

習内容を自分ごととしてとらえ主体的に学習に取り組む生徒が

増加した。また協働的な学習を中心とした授業展開とできた。一

方で、個々の生徒を見ると、取り組む姿勢に差があり、また知識

の定着の課題が残り続けている生徒もいる。そのような生徒に対

して個別に支援を行う等により、基礎的な知識・技能や思考力を

身につけられるよう、工夫を重ねる必要がある。 

第

２

学

年 

・基礎的な用語が答えられない生徒が多い。 

・基礎的な知識を表現する問題を解くことに課

題がある。「知識、技能」 

【「主体的・対話的で深い学び」】の視点に立った授業改善策】 

・クイズ形式のアプリを活用し、知識の定着を図る。 

 

【個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実の視点】 

・複線型の授業を展開し、自分で学び方を工夫し必要に応じ

て他者と対話して課題解決に取り組む授業展開を行う。 

・自己調整を行うワークシートで振り返り、見通しを持った

学習をさせる。 

 知識の定着に関しては、定期考査の結果などをみると以前より 

学力がついてきている。しかし、自己調整を行い学習を進めてい 

くことに関しては、見通しを持って学習することに課題がある生 

徒が多く、複線型の授業を進めると自分で課題に取り組めない生 

徒が多くみられる。ただ知識を覚えるだけでなく、それを活用で 

きるような活動を効果的に行い、思考、判断、表現を伸ばしてい 

きたい。 

第

３

学

年 

・基礎的な知識は、おおむね習得できているがその

知識を活用して思考、判断、表現することに課題

がみられる。「思考力、判断力、表現力」 

【「主体的・対話的で深い学び」】の視点に立った授業改善策】 

・追究課題という課題を設定し、自分の興味関心に基づいて

学習を行う。 

 

【個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実の視点】 

・複線型の授業を展開し、自分で学び方を工夫し必要に応じ

て他者と対話して課題解決に取り組む授業展開を行う。 

 

自らその単元における課題をみつけ、追究する生徒が多くみら 

れた。問いを自ら立て、自己調整をする力がついてきたように思

える。また、他者との対話の中で課題追究をする姿も多くみられ、

個別最適な学びと協働的な学びの一体化という面では、おおむね

評価できるものとなった。自分の学んだことから他者に提案をす

る課題に対しては、困難とする生徒も多いので細かく順序だて、

指導していく必要がある。 

※【今年度の課題】では、課題のある資質能力について「知識及び技能」「思考力・判断力・表現力」「学びに向かう力・人間性」のいずれかを 

明記し（複数可）具体的に記述。 
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